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もみじ通信 
２０２5年 3月 2７日発行 

メールマガジン第 47号 

手話サークルもみじ役員会 

２０２５年 ４月の予定  

 4月 3日（木）10時～11時 30分 

総会準備 資料印刷 2階作業療法室 

 

4月 10日（木）10時 30分～ 

第 39回定期総会 

2階作業療法室 

  

 4月 17日（木）10時～11時 30分 

話し合い 2階作業療法室 

 4月 24日（木）10時～11時 

活動未定 2階研修室 

 

お問い合わせ 

shuwamomiji30@yahoo.co.jp 

会員より  

春がきた！ と感じるのはいつですか？ 福

生で有名な多摩川土手の桜。さくら祭りのポ

スターを見かけるとそろそろ暖かくなる、うれし

いな～と思いました、以前は･･･。 

でも今は？ 福祉センターの前庭に植えら

れた河津桜。枝のつぼみがふくらみ始める２

月下旬。向かいのせせらぎ公園の斜面には紅

梅が咲き始めます。そして３月上旬、花は咲き

始めるとあっという間に満開になり、春が来

た！ と感じるのです。河津桜越しの紅梅は絶

景、おすすめスポットです。  

春は忙しいです。体調整えて楽しく過ごして

いきたいです。（I） 
 

定期総会にご参加ください 

この時期は、梅に河津桜に、多摩川沿いのソメイヨシノ。遠くには富士山。杉の花粉さえ

なければ福生の春は最高です。 

さて、手話サークルもみじは第３９回定期総会に向けて、１年間の活動の総括をしてい

ます。 

１年間を振り返れば、羽村動物公園や井の頭自然文化園での交流会。福生市役所の

出前講座「マイタイムライン作成」「防犯講話」での学習。映画「ぼくが生きているふたつ

の世界」の鑑賞会。３回シリーズの「成年後見制度」勉強会。クリスマス会には映画「ホー

ムアローン」を福祉センターで鑑賞しました。そして３月１３日の講演会「東京２０２５デフリ

ンピック大会」。東京都聴覚障害者連盟会長で、デフリンピック冬季大会・夏季大会で選

手団長や監督を勤められた粟野達人氏のデフリンピックへの思い、そしてデフリンピック

のその向こうにある未来についてのお話を聞くことができました。 

第３９回定期総会は４月１０日（木）１０時より執り行います。万障お繰り合わせのうえご

出席いただきますようよろしくお願いします。（須崎 利花） 
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■デフリンピック開催のきっかけとか、いろいろ話を聞いて知らなかったことがたくさんありま

した。「サイン・エール」手話の表現も感動しました。 M・M 

■デフリンピックへの思いがひしひしと伝わってくる講演でした。デフリンピックのルールはオ

リンピックと同じハイレベルのルールであり「競技」として楽しめることを改めて感じました。ス

タートランプの他、床やゴールの光など工夫があること、 デフラグビーの色パネルのことなど

驚きました。ますます応援していかなければ、ですね。 M 

■デフリンピックへの期待が大きくなりました。微力ながら応援していきたいと思います。 

Machiko 

■私たちで聞くのがもったいないようなとてもいい講座でした。デフリンピック今から楽しみ

です。報奨金いただけるといいですね。 福ちゃん 

■大変勉強になりました。今迄手話に少し携わってきましたが、デフリンピックについては知

らないことばかりでした（反省）。今日はじめて知ったことも多くあり、これから応援して行きま

す。 山田信夫 

■デフリンピックが手話言語条例のきっかけになっていることを初めて知りました。 無記名 

■こんなに長い歴史があるイベントであるにもかかわらず、手話講習会に参加するまでデフ

リンピックの存在について知らなかったことがとてもはずかしく思いました。とはいえ、多くの

方が％に示しているようにまだまだ認知度低く興味もない方もいらっしゃることも事実ではな

いかと思います。東京開催をきっかけにどの様な変化が起こるのか楽しみに見守りたいと思

います。本日のお話は、なかなか聞くことができない内容が濃いもので参加して本当によか

ったです。手話を読み取ることも難しかったですが勉強になりました。 無記名 

■講師粟野会長の手話表現が分かりやすく感動しました。デフリンピックのことも知らないこ

とが多くありとても参考になりました。ありがとうございました。 春の雪 

■１．2025年で 100周年目だと始めて知って感動しました。 

２．パラリンピックとデフリンピックでは種目が全然ちがうことがわかりました。 

３．耳が聞こえなくても健常の人と同じように技能（身体能力）をみがくことできるということ

が種目の多さとなって表れているのだろうと思います。 

４．金、銀、銅のメダルを取ってもお金がもらえないのは差別だと思います。 神田 玲子 

３月１３日（木）に実施した手話サークルもみじ講演会。 

たくさんのご参加ありがとうございました。 

参加された方々に感想をいただきましたのでご紹介します。 
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■講演は大変わかりやすく勉強になりました。また映像と同じ資料をいただき今後の学習に

も役立てたいと思います。デフリンピック開催に至るまでの経緯、要望だけでなく、まずパラリ

ンピックのボランティアとして支援した。また都議に根まわししたなど興味深かったです。ラグ

ビー大会の時は来場者にも黄色の□を審判と同時に掲げてもらう等初めて聞きました。「サ

イン」エールも覚えました。デフリンピックのメダル受賞者に賞金がないのは本当に残念です。

対等にもらえるようになって欲しいです。 K・F 

みなさま、ありがとうございました 
 

手話サークル 福手の会 

お花見さんぽ 
ふっさ桜まつりの イベント・模擬店は、３月２９日（土）３０日（日）です 

福手の会で「お花見さんぽ」を計画しました。 

日にち   ３月３０日（日）  

場所    多摩川中央公園 

集合・出発 福祉センター １１：００出発 

持ち物   飲み物、お弁当、敷物 

   ＊出発後、マルフジに寄ります。 

   ＊手作りでもオッケーです。 

＊多摩川中央公園に模擬店も出店します。 

申込みは、各団体まとめて事務局へ３月２９日（土）までにお願いします。  

当日参加、途中から参加も ＯＫです。春のひとときを楽しみましょう。 

 

 


